
事業報告概要書（公表版）
１　基本情報

施設名又はグループ名 指定管理者名及び団体概要

（指定管理者名） アメニス東部地区グループ

（団体の概要） 代表団体：株式会社日比谷アメニス

指定期間 構成団体：日建総業株式会社

R05.04.01 ～R10.03.31( 5年間）

２　施設名 ３　収支（単位：千円）

猿江恩賜公園 猿江恩賜公園

亀戸中央公園 収入　計 亀戸中央公園

尾久の原公園 指定管理料 尾久の原公園

東綾瀬公園 利用料金 東綾瀬公園

中川公園 その他収入 中川公園

大島小松川公園 支出　計 大島小松川公園

宇喜田公園 収支差 宇喜田公園

４　管理運営の概要

５　管理状況
①維持管理

②利用者への対応

実施方法：

猿江恩賜公園
亀戸中央公園
尾久の原公園
東綾瀬公園
中川公園
大島小松川公園
宇喜田公園

７　入園者数の状況（単位：人）

施設名 当該年度 分析

猿江恩賜公園

亀戸中央公園

尾久の原公園

東綾瀬公園

中川公園

大島小松川公園

宇喜田公園

都市部の公園・東部グループ

令和６年度 令和５年度 令和４年度 公園別支出額

0 0 0

項目 金額 金額 金額
708,602 682,887 669,561

内
訳

708,602 682,887 669,561
0 0 0

132,924,391
85,851,150

4.6 4.1 4.5 4.3
4.8 4.6 4.4 4.4 4.3

10,010,281

1,665,911

44,084,295

1,997,120

845,447

2,834,084

江東区子ども祭りの再開、工事による一部エリアの閉鎖があったが後半開放により増加した。

遊具広場の閉鎖によって利用者に影響もイベント数の増加等で満足度をカバーした。

日常使いの利用者が多く天候による影響がに大きく影響している。

近隣利用者が多く、後半工事による影響もあったが昨年度とほぼ同数であった。

4.7 4.6 3.7 4.3

4.5

0 0 0

「TOKYO PARK Labo」をテーマ、「パークコミュニティ」をキーワードに、人と公園がつくる地域で東京の魅力を増幅することを管理運
営方針とした。令和6年度はコロナ禍以前の管理運営ができるようになったが、異常気象の影響もあった。6月から11月まで猛暑が続き、
落葉樹が葉ぶるいしたり、立ち枯れしたり、またその影響か突風による倒木や枝折れも発生した。そのため日々、目視による樹木点検を
実施するなど、植栽管理や清掃、利用案内等での苦労も多かった。各公園において防災や公園の利活用について自治会や関係団体と打合
せの場を持ち、防災フェスタを開催した。また複数の公園で、臨時売店（キッチンカー）による飲食を提供し、利用者ニーズに応え、課
題解決を図った。

51,470,815
153,713,096
66,330,577
174,227,676

施設名

4.5 4.4 3.7 4.3 4.3

708,602 682,887 669,561

安全管理に重点を置き、各々の作業において危険予知活動を行い、安全パトロールを毎月2公園ずつ、4カ月に1回実施、事故や災害情報
をメールや掲示板機能で共有した。維持管理における重大災害はなく、無事故を維持することができた。樹木管理では、年2回「樹木点
検講習会」を樹木医の指導の下で実施、延べ50名の維持管理職員が参加した。樹木を目視点検するポイントや点検台帳の内容について確
認した。増額予算「大径木管理」を重点的に実施し、東綾瀬公園を中心に公園隣接地にある樹木について大規模な剪定作業を行い樹高調
整を図った。都民協働において、ハーブや花を活用した新たな公園の魅力作りを推し進め、宇喜田公園のハーブガーデンの活動、大島小
松川公園自由の広場大花壇での活動、東綾瀬公園でのハーブガーデンでの活動が充実し、公園ならではの魅力を創出した。施設・設備管
理では、今年度より取り入れた建築物清掃管理評価者による公園全体の「清掃品質評価」を年3回実施して、指摘事項を常に是正し利用
者が気持ちよく使用できる環境を保つことができた。猿江恩賜公園、亀戸中央公園のテニスコート照明については適切に対応しており、
不具合を未然に防いでいる。また利用者からの施設や設備の要望にも適切に対応した。大島小松川公園の六価クロムと尾久の原公園のダ
イオキシンについては、細やかなリスク対応を毎日行っている。結果利用者からのクレームは1件もなく、適切なリスク管理ができてい
る。東京都が取り組んでいる「再生エネルギーの利用を推進する」ため、電力供給先を変更し、「都立公園初の再生可能エネルギー
100％の電力による公園管理運営」を継続している。

【猿江恩賜公園】南園を中心として、近隣学校やNPO法人など関係を築き、江東区生物多様性フェアへの展示参加や多様性事業連絡会を
開催した。【亀戸中央公園】サザンカの名所復元に取り組んだり、ＱＲコードを活用した「はなもく散歩」を導入、親しみがわくような
取組みを実施した。【尾久の原公園】「park:motto」や「季節の展示」を毎月開催し、地域の方々と連携が深まり、高い評価を得てい
る。【東綾瀬公園】園内発生材を活用し「木工工作」「オータムフェスタ」「どんぐりイベント」「防災フェスタ」を開催、総勢2,000
名が体験した。一部陳情者への対応を根気強く続けている。【中川公園】URコミュニティやころつえシニア相談所、大谷田一丁目団地自
治会と協力して七夕飾りを設営、足立区後援を受けた食育と地域の交流を目的とした「大豆たねまきプロジェクト」に協力し地域とのつ
ながりを強化した。【大島小松川公園】バーベキュー予約において、利用者要望が多かったWEB予約システムを導入し、利用者の利便性
の向上と職員の業務改善に努めた。臨時売店（キッチンカー）を延べ100日、164台出店、行列ができる時間帯も多く、来園者の利便性向
上を図った。新スポーツシステムへの対応や窓口昼夜間統合に着実に取組み、課題を見つけて他公園と共有した。【宇喜田公園】「宇喜
田公園ハーブボランティア」が活躍し、江戸川区「第13回景観まちづくり賞」に選出された。「都立宇喜田公園防災フェア」を年2回開
催し、森山記念総合病院や葛西消防署、江戸川区と連携した。3月には隣接する江戸川区立行船公園を訪問し、令和7年度の具体的な連携
について協議した。

植栽
管理

施設の
清潔さ

安全
・安心

職員の
応対

Ａ地区2階の工事も終わり、利用者は戻っていきている。

11月くらいまで暑い日が続き、また団体利用時の天候不順もあり利用者減となった。

盛夏とフェンス工事等の影響で利用者は激減した。工事完了後も伸び悩んだ。
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歴史とみどりが息づく公園

 多様な生き物が生息する環境に向けて

 学べる公園づくり

 いつでも来たくなる公園づくり

多様な生き物が生息する環境に向けて

 自然とのふれあいと魅力の発信

生物多様性フェア参加

ポスターセッションでの発表風景

学校との連携

東京農工大学のカエル調査都立科学技術高校による南園生き物パネルと野鳥ガイドマップ

順応的管理作業

エコスタック設置状況

確認されたヒキガエル

定期的な粗朶柵補修

猿江恩賜公園

以前より生態調査をしている都立科学技術高校との連携で、生き物展や調査のためのカエルス
ロープ設置などを行った。また、職場体験で訪れた中学生と粗朶柵作りや外来種駆除を実施し
多様性事業について学習していただいた。また東京農工大学のカエル調査も継続実施している。

指定管理者として調査結果と合わせて打合せを行い
管理作業を計画実施した。多様な生き物が生息でき
る環境を整えるため、外来種駆除やエコスタックの
設置、粗朶（そだ）柵補修などを行った。また、
ゾーニングごとの保全のため草刈の場所を都度調整
するなど環境に配慮した管理を行った。

令和6年度事業報告書

草刈作業後 希少種タコノアシ
(準絶滅危惧種)の保護

猿江恩賜公園の展示ブース

深川第一中学校の職場体験における
粗朶柵作りとウチワゼニグサの駆除

都立科学技術高校と共に設置した南園のカエルスロープと卵

生物多様性保全に取り組むNPO法人主催
の「生物多様性フェア２０２４」に参加
した。ポスター展示のほか初めてポスタ
ーセッションにも参加し、指定管理者と
して取り組んでいる内容を広報し、多く
の学校、団体とつながりを持った。



学べる公園づくり

いつでも来たくなる公園づくり

自然とのふれあいと魅力の発信

自然とのふれあい

チューリップの杜とコンサート

自然観察会

自然観察会の様子

学校との関係強化

魅力ある公園にするための様々な行事

来園者・ボラティ
アとサクラや紅葉
など四季折々の花
を楽しむと共に、
植え付けや花の手
入れを行った。
チューリップの杜
で行うコンサート
では公園ならでは
の自然と音楽を楽
しんでいただいて
いる。

新緑、セミの羽化、落葉樹、冬芽など毎
月テーマを決めて、公園を巡りながら専
門講師によるレクチャーを実施している。
毎回20名程の参加があり参加者からは
高い満足と賞賛の言葉をいただいており、
公園の自然の魅力向上につながっている。

年間を通じ、江東区立毛利小学校や江東区立深川第四中学校、都立科学技術高校、東京農業大学ほ
かと連携して、自然と触れ合い、考え、学べる場所を提供している。

子どもが楽しめる
公園ならではのイ
ベントや園内掲示、
キッチンカーの設
置等を行った。
また、季節ごとの
装飾により公園の
魅力度向上に努め
た。ログハウスは
子どもたちから大
人気となっている。

アメニス東部地区グループ

球根植付イベント

小麦の種まき

稲の植付けと収穫作業

深川第四中学校職場体験

毛利小学校生活科授業

東京農業大学樹木調査

毛利小学校卒業生による清掃活動

サツマイモの植付け 高校生観察カメラ設置

サービスセンターの装飾江東こどもまつり 園内動植物の案内 キッチンカーの設置

子ども用ログハウス 笹飾り ミニ門松作り 巨大シャボン玉作り

球根掘取イベント



令和6年度事業報告書

サザンカの名所の復元

サザンカは江東区の花であり、亀戸中央公園の見どころの一つである。江戸の園芸植物としてツバ
キとともに親しまれたサザンカの名所としてサザンカロードを整備している。日本ツバキ協会より
無償提供された挿し穂を当園の管理所で育成し、令和5年度にサザンカロードへの移植、令和6年
度はサザンカロードに移植した幼木を管理した。衰退した開園当初のサザンカの一部を復元、育成
し、元の50品種を確保した。

番組内で紹介されたサザンカ

こどもボランティア サザンカボランティア
体験会

江東区の花であるサザンカの名所の復元と日々の維持管理

サザンカボランティアの発足
12・1月にこどもボランティアで花がら摘みを実施し
た。その際、大人向けの開催要望もあり、3月にサザ
ンカボランティア体験会を実施。ガイドツアーに参加
しつつ、専門性の高い知識を身に着け、将来的には植
栽の一部と情報発信の役割を目指すことにした。

テレビ放映による情報発信
2月にテレビ朝日「東京サイト」に放映されたことで、当園のサザンカの認知度と関心が高まり、
問い合わせ件数も増加した。イベント「サザンカクイズラリー」の開催や公式Ｗｅｂサイトにおい
てサザンカマップ・開花情報を随時更新することで、情報発信力の強化を図り、集客へとつなげた。

12月23日夕刊読売新聞 サザンカマップ

地域との連携、防災機能を強化・充実した公園

2年連続で近隣の江東区立浅間竪川小学校へ出張授業に赴き、亀戸中央公園の魅力や防災拠点の役割
を説明した。また、近隣の町会やマンション自治会を中心に消防署の協力のもと、避難訓練を実施
した。当園職員は公園の防災施設である簡易トイレ、かまどベンチ等の設置を演習した。昨年大型
地震が頻発したこともあり参加者は、 520名ほどとなった。

出張授業の様子 起震車体験 担架による実演 スタンドパイプ演習 簡易トイレの設置

近隣小学校への出張授業、近隣住民と合同避難訓練の実施

亀戸中央公園
都会でみどりが学べる公園

 公園資源を活用した体験・観察機会の提供

 学べるみどりの魅力発信とＤＸ推進

 サザンカの名所の復元

 地域との連携、防災機能を強化・充実した公園



を活用した公園運営

アメニス東部地区グループ

遊びキャラバンでは、日々、うつろう季節感を大切にしながら、公園にある素材を中心に自由な発
想で工作をし、創造力をかきたてるイベントを実施した。令和６年度は定期開催で、遊びキャラバ
ン延べ649名＋自然観察会延べ126名の参加を得た。新たに職員が作成した手書きの手順書）を参加
者に配布することで、利便性の向上と好評を得ることができた。

遊びキャラバン
「こいのぼりを作ろう！」

遊びキャラバン
「ひな人形を作ろう！」

遊びキャラバン
「大人のためのたたき染め」

学べるみどりの魅力発信とＤＸ推進

木と出会う散策マップ QRコード付き
樹名板

創造力をかきたてるイベントの提供

QRコードを読むことで、樹木の⾳声ガイドや解説をスマートフォンで楽しめる無料のWebガイド
アプリを導入、令和6年7月ごろから準備を進め、約100枚の樹名板の設置や公園の基本情報・樹種
のリスト化に取り組んできた。はなもく散歩を活用することで、利用者はいつでもどこでも樹木や
公園の情報を確認することができるようになった。写真の投稿機能についても、8月から3月までで
34件の投稿があり、楽しんでいただけていることが分かる。利用者から問合せの多い、樹木の種類
やマップの整備にもつながっている。東京都の施設では初めての登録となった。来年度以降も引き
続き樹名板の設置やデジタルマップの拡充を行いながら、団体利用プログラムの提供やクイズラ
リーなどの企画実施に挑戦していく。

デジタルマップ 施設情報 樹木情報

公園資源を活用した体験・観察機会の提供

自然観察会
「大人のためセミの羽化観察会」

遊びキャラバン
「ミニ門松を作ろう」

遊びキャラバン
「クリスマスリース作り」

遊びキャラバン
「竹の工作」

以前から要望をいただいていた“大人向けの企画“として、セミの羽化観察会とたたき染めの２つ
のイベントを実施し、いずれも高い評価をいただいた。令和7年度も参加者のターゲットを明確
にしたイベントを実施する。

“大人のための”イベント開催



尾久の原公園
水辺のいきものとふれあえる街中公園

地域とともにある公園

令和6年度事業報告書

地域で活動する人や団体、利用者、それぞれの企画や取り組みを実現・体現できる空間として公園
が機能した。実施者と参加者、管理者と利用者の垣根を超えた公園づくりで、みんなが一体となっ
たイベントや日常が生まれた。

もっと公園を知ってもらおう
もっと公園を感じてみよう
もっとみんなで公園を満喫しよう

そんな思いから始まった毎月一回の出店イベントは
利用者や地域で活動する人々の“あれをやりたい”を
実現する総合型のイベントへと発展！！

子供たちの「なんでもかきやさん」や地元絵本
作家の「移動図書館」地域PTA連合会による
「逃走中」など、みんなのアイデアによる企画
が次々と実現した。

様々な活動をする７団体が参加した「つなぐピク
ニック」では、音楽企画など世代や国籍を超えて
楽しめる企画が行われた。
「見る！知る！守る！おぐのはら防災」には、行
政や消防、企業、市民団体、計11団体が参加し、
防災・減災に向けた取組みをアピールした。

季節の行事をテーマに
利用者の方々といっしょに
制作したオブジェを園内に飾る「季節の装飾展
示」は、地域で話題のスポットとして毎回多くの
方々が見学に訪れている。

オブジェの制作は誰もが気軽に参加できる公園づ

くりとして、人気の企画となっている。

花壇の手入れや犬の飼い主による園内清掃、夏
季の打ち水や希少植物の管理観察など、利用者
がそれぞれの関わり方で、”自分たちの”公園
を守り、育てている。

 地域とともにある公園

 生物多様性の向上と出会いの創出に向けて

 “らしさ”を生み出す公園管理

落葉の季節を中心に、近隣の中学生や、地域の子
供たちが園内清掃に参加。また、「中低木剪定講
習」受講者による樹木剪定ボランティアも活動を開
始した。

テーマを掲げ、地域の方や団体と一緒に作り上げる大
型イベント。今年は「つなぐピクニック」と「見る！知る！

守る！おぐのはら防災」を実施。



“らしさ”を生み出す維持管理

アメニス東部地区グループ

生物多様性の向上と出会いの創出に向けて

園内の植物や生き物のオリジ
ナルトレーディングカードが
もらえる企画。全16種類の
カードを求めて参加者たちが
ミッションに
挑んだ。

【尾久の原ヒーローズ】

【バウンティハンター】

園内や区内での確認例が少な
い生き物を探す企画。期間中
は“ハンター”たちで園内が賑
わった。

開園期以来となる生態調査によって、現状の
データ化と30年間の遷移の把握を行い、今後の
取り組みへの指針を得ることが出来た。

約30年ぶりとなる生態調査を実施
自然観察会 荒川区環境課との連携による自然

観察会を毎月実施。季節ごとにテーマを設けての
観察会は、参加者の生き物への興味をかきたてた。

出会いと発見の場として

インセクトホテル 小さな生き物の越冬場所と
して、園内に2基のホテルを建設。利用者の新たな
注目スポットとなっている。

虫の王国 春から秋にかけては水辺とはらっぱ
の境界に刈り残しを設け、生き物の推移帯「虫の
王国」を建設。生き物たちとの出会い場を作った。自然観察会 スピンオフ企画

豊かな水辺環境を守る取り組み 対策と景観の両立
開放水面の維持

手作業による抽水植物
の刈込を春から夏にか
けて実施し、トンボや
水鳥の生息環境の維持
に努めた。

ゾーニングによる管理
湿地では状況や条件に
応じた刈り高の調整や
刈草の移動を行い、動
植物の生息・生育環境
安定をはかった。

ダイオキシン対策の”覆土”の流出と根上りに
よって対策シートが露出していた箇所に汚染土
壌の暴露防止と土壌環境の整備を目的とした松
板を設置。実務的対策と同時に景観の向上にも
成功した。

トイレ壁面へのボール
の壁打ち対策として、
利用者との協働制作に
よるウォールアートを
設置し、課題への対応
と景観の両立を実現し
た。

生育環境安定への取り
組みにより、タコノア
シなどの希少種は増加
傾向を維持。群落は更
に拡大した。



東綾瀬公園
緑の中でからだ動かす多世代交流公園

令和6年度事業報告書

足立区による「綾瀬駅東口周辺地区地区まちづくり計画」
に基づきバスロータリーが開設され、高層マンションの建
設が進められている。交通広場と公園の一体的整備が進む
とともに多世代化が促進されるものと思われる。
生活地域のハブ機能として地域住民や団体との協働を推進
するため、気軽に参加できる多世代交流イベントの開催、
足立区や自治会、園内にある施設管理者との連携による包
括的パートナーシップの形成、都民参加の花壇づくりや園
内清掃を通じた団体・グループ・個人単位での協働の輪の
拡大を行った。

公園としてのパートナーシップの充実

季節ごとのイベント開催
「オータムフェスタ」や
「防災フェスタ」では家
族での参加を中心に数百
名が集まる多世代交流の
場づくりに取り組んだ。

園内各施設との連携
東京武道館「武道・ス
ポーツフェスティバ
ル」への協賛、すいす
いランド「水害訓練」
への参加等により横断
的連携を強化した。

区や自治会催事への協力
「しょうぶまつり」や
「ぐるぐる博」等が開催
され、区や自治会と安
全・安心な運営に向けた
連携を図った。

ボランティア活動の充実
公園主催イベントに連動
したボランティア活動の
紹介、さらには公園と一
体となった地域交流活動
への後押しを行った。

足立区HPより

 公園としてのパートナーシップの充実

 スポーツによる健康づくりのための環境整備

 住民の生活に寄りそうみどりの管理



スポーツによる健康づくりのための環境整備

アメニス東部地区グループ

スポーツ施設や運動広場はスポーツを快適で安全に楽しめるように整備した。近隣住民からの要望を受け
て野球場の土埃が住宅に飛ばないよう防砂ネットの点検やグラウンドの散水を行った。近隣の学校や保育
園の課外授業として持久走大会や遠足などでの公園利用時には事前に除草、落葉清掃や不陸修繕を行った。

健康づくりを支援
「ゲートボール大会」や
「パークで筋トレ」など
園内での開催を支援し高
齢者も参加しやすいよう
活動スペースを整備した。

運動施設の整備
野球場整備や庭球場の砂
入れは、天候や利用状況
に応じて作業頻度を調整
し、快適な利用環境の維
持を図った。

住民の生活に寄りそうみどりの管理

園路は通勤、通学の重要な経路として利用者が多く、公園を仕切る区道も交通量が増加している。。園
内区道沿いには高木や低木も多く日々の巡回を通して障害個所の把握と対処を進めている。住民から要
望があがった日照の確保や落葉の散乱についても対応した。今後も住宅地に隣接した公園として住民の
声も尊重し、毎日の安全・安心確保に取組み、緑豊かで近隣住民の住みやすいまちづくりに貢献する。

綾瀬駅前は再開発工事が進行中、駅前プラ
ンターに花苗を絶やさず植えて毎日往来す
る通行者の目を楽しませると共に園内に点
在する花壇への誘致を図った。

通行者の安全確保
通勤・通学経路として
利用頻度の高い園路を
重点的に整備し通行し
やすい環境を整えた。

当グループスタッフを対象とした樹木医によ
る「樹木点検講習会」を実施し、多数の目を
通して樹木点検の標準化を進めた。緑地の安
全確保のため高木剪定も計画的に実施した。

高木剪定

車や自転車の安全確保
カーブの見通し障害、
越境枝等に適切に対応
し周辺の交通環境にも
配慮した整備を行った。

樹木点検講習会

駅前に華やぎ添える花壇 A地区円形花壇



中川公園
地域にとけこむふれあい公園

 公園をより楽しむ機会の提供

 それぞれの楽しみ方を見つけられる公園へ

 資源を活用した自然理解の促進と地域交流

公園をより楽しむ機会の提供

令和6年度事業報告書

公園由来の材料で楽しむ オリジナル展示で楽しむ

もみじのライトアップ

どんぐりや松ぼっくりなど公園で手に入る自然由来の素
材を使用した工作イベントを実施。公園で思い出を自宅
に持ち帰れるクラフト製作で25名の方に参加いただいた。

サービスセンターを身近に感じていただ
き、利用者に楽しんでいただけるように
来園の記念となる季節毎の顔出しパネル
を年間を通して12回更新し、利用者との
話題づくりにも貢献している。毎回楽し
みにしていただくファンも増えてきた。

季節を感じる装飾で楽しむ
四季折々を象徴するイベント装飾を実施、
利用者に鑑賞して、参加して楽しんでいた
だいた。こいのぼり、七夕の願いを託した
短冊、ハロウィン装飾の一部作成を利用者
が担い、参加型の展示と新たな公園の楽し
み方を発信した。今年も紅葉のライトアッ
プを実施した。

七夕飾り クリスマス装飾

皆で作った鯉のぼりおばけカボチャと顔出し



資源を活用した自然理解の促進と地域交流

アメニス東部地区グループ

四季折々の花や公園での活動の多様性を向上

12月1日に近隣住民11名の参加を得てもみじ
鑑賞会を開催した。もみじゾーンにとどまら
ず、中川公園のA地区２階の公園の樹木などの
自然観察ツアーも実施した。

公園だけではなく地域の㈱URコミュニティーやころつ
え地域相談所と近隣住民の方々にお集まりいただきサク
ラの講義とサクラの元気度調査」を開催。

説明をする森林インス
トラクター

それぞれの楽しみ方を見つけられる公園へ

熱心に講師の説明を聞く参加者

もみじゾーンほかA
地区で自然観察ツ
アー

当グループ樹木医による
サクラの講義

サクラの元気度調査

日々の管理により充実した樹木や草花を利用者に見てい
ただくことができ、年間を通して多くの激励・感謝をい
ただいた。

待望の新たな遊具エリアが秋に誕生し
た。子供たちの遊ぶ姿が多く見られた

収穫を楽しむ中川小学生児童

自然とふれあえる機会の提供 地元小学校との農園作り
昨年度から閉鎖されていたA地区2回の学校農園エリア
が開放され、中川小学校、北三谷小学校の児童が土壌
整備、植付け、収穫等行い公園に賑わいが戻った

サクラを通じた地域交流

新たな遊具エリア完成



大島小松川公園
自然を肌で感じるアクティブパーク

 課題解決に向けた新たな取り組み

 地域との協働・関係機関との連携強化

令和6年度事業報告書

地域との協働・関係機関との連携強化

防災プログラムの拡充

地域イベントへの参加近隣小中学校職場体験の受け入れ

令和6年度は、9月「防災・救急フェア」、11月「火災予防フェア」、12月「育樹大会に合わせた
防災施設（防災トイレ）の案内・説明」の大規模イベントを地域団体と連携して実施した。また、
10月のわんちゃんとの暮らし方教室では、初めて「災害に備えていまできること」をテーマに開
催し、14人の参加を得てわんちゃんと近隣住民の防災意欲の向上に取り組んだ。

11月に中学生、1月と2月に小学生の職場体験を
受け入れた。植栽管理（低木剪定・落葉清掃）
やグラウンド整備等を体験してもらい、地域に
おいて公園が担う役割と将来の仕事に対する取
り組み姿勢への理解を得る機会となった。

9月21日に季節の広場南で開催された地域イベ
ント「まつりだワッショイ小松川」に公園とし
て出店した。今年度は発生材を活用した輪投げ
とお菓子釣りを実施した。公園らしいイベント
は好評で地域コミュニティの醸成に寄与した。

わんちゃんとの暮らし方教室
「災害に備えていまできること」

火災予防フェア

輪投げの様子

江東区立亀戸中学校 職場体験

防災・救急フェア 育樹大会

江東区立第三大島小学校 職場体験

消防署・警察署・区役所等と連携した防災プログラムの実施
地域イベントへの参加や近隣小中学校の職場体験の受け入れ

お菓子釣りの様子 手作りのお持ち帰り袋

発生材を活用した投げ輪

 広場を活用したイベントの実施

 安心・清潔な公園づくり



課題解決に向けた新たな取り組み

アメニス東部地区グループ

令和3年度に始まった「パークミーティング」も4年目を迎えた。これま
での近隣町会・自治会に加え、今年度は新たに近隣の江東区立第三大島
小学校、江東区立第五大島小学校、江戸川区立小松川第二小学校3校の
PTAにも参加いただいた。主に夜間利用や騒音・違法駐車などの課題に
関するご意見をいただき、公園は巡回強化や注意看板設置に取り組んだ。
今年度は地域連携の強化に焦点を当て、公園で実施したいイベント等に
ついて検討を行った。
また、公園内スケートボード禁止を踏まえ、今年度も引き続き近隣ス
ケートボード愛好会との意見交換会とスケートボード体験会を実施した。
意見交換会では「公園でのスケートボード禁止に係るマナーとルールの
徹底」を主題に、愛好会と連携し、禁止やルール順守の園内掲示の強化
に取り組み、苦情・要望や口頭注意、器物破損の件数は大幅に減少した。
一方、体験会は4月以降11回開催し、延べ116名が参加された。愛好会と
の意見交換会で出た意見や提案を前述のパークミーティングで共有し、
合意形成を図りながら活発な意見のやりとりを行うことができた。
令和7年度には、前述のパークミーティングに地元自治体（江東区・江
戸川区）の参加を求めていく予定である。近隣住民の方々との協働によ
り、管理運営・利用促進のステップアップに繋げて行きたい。

パークミーティング

初心者向けスケートボード
体験会の開催

六価クロム対策の徹底

六価クロム滲出現場の点検、洗浄、還元処理等の滲出対策の実施
3人体制で毎日4回の点検

六価クロム対策の徹底安心・清潔な公園づくり

巡回員2名と責任者1名により毎日午前と午後各2回の点
検を行っている。なお、東京都からの要請により、隣
接する公道（園地外）に滲出した石灰質と思われる白
色物質が確認された場合には、園地内と同様に洗浄処
理を行っている。

高圧洗浄
汚染水は地下の有孔管に流れ込み還元処理施設に導か
れるため、適宜に有孔管やINの管を高圧洗浄を年3回程
度、実施している。

接続桝の浚渫

有孔管の高圧洗浄

北側処理施設高圧洗浄

東京ドーム1個分の自由の広場でのイベント開催

近隣町会・自治会・小学校PTAとの「パークミーティング」の開催

六価クロム対策の徹底六価クロム対策の徹底広場を活用したイベントの実施

秋を見つけて
アートしよう！

ティラノサウルス
レーススポーツフェス2025 凧つくり2025星空観察会

当公園最大の芝生が広がる自由の広場を活かしたイベントを年間を通じ開催している。園内のド
ングリなどの木の実を集めてオリジナル作品を作る周遊型イベント「秋を見つけてアートしよ
う！」や自然の中で体を動かす「スポーツフェス」、広い空を活かした「星空観察会」、100基
以上の凧が空を舞う「凧つくり」などを開催した。その他、総勢約300体が参加したティラノサ
ウルスレースの開催を通じて近隣の大島中の橋商店街との連携を図っている。



宇喜田公園
人と街を緑でつなぐ公園

 ハーブボランティアの躍進

 周辺地域の防災強化

 要望への対応

ハーブボランティアの躍進

令和6年度事業報告書

江戸川区「第13回景観まちづくり賞」を受賞
平成29年4月より発足したハーブボランティアが当年も躍進。毎週水曜日の定期活動を継続し、花
壇のグレードアップは年々進み、今や園内の注目箇所に変貌した。当団体は令和6年6月、江戸川
区「第13回景観まちづくり賞」を受賞した。区からの表彰理由は「景観創出と
積極的な地域交流（原文抜粋）」。当団体はラベンダーを育成し、景観の向
上を図ると共に、ハーブの育成にも力を入れ、収穫物は地域の方々へ配布し、
食や美容に使える楽しさを伝えるように努めてきた。その経緯と活動が評価
され、江戸川区からの表彰に至った。

表彰式の翌月、当現場は江戸川区報に掲載された。
来園者の「葛西に20年住んでいるが、昨日の区
報を見るまで、この場を知らなかった」の声に対
し、ボランティア会員は「自分達の活動場所が調
べて来られるようになった」と喜び、当団体の躍
進が宇喜田公園の知名度を向上させた。

令和6年5月尾久の原公園からの要望を受け、当
会員3名が尾久の原公園を訪問。ハーブの育て
方や活用方法、楽しさ、素晴らしさを伝えた。
11月には活動の更なる充実のため、千葉県佐倉
ハーブ園をボランティア会員12名が視察した。

夏のラベンダー配布会に続き、秋には剪定した
レモングラスなどのハーブ約10種類の配布会を
実施し、配布会はボランティア会員と利用者が
交流する場にもなった。ハーブの魅力を伝える
と同時に、地域への還元に努めた。

ボランティア活動中の1枚。「水曜日ここに来て、皆に
会う事が楽しみ」。このチームワーク、雰囲気の良さ
がハーブガーデンを変貌させて来た。 江戸川区長より表彰 受賞後記念撮影

10月のハーブ配布会では
約10種類を一斉に配布した

11月アメジストセージ配
布会ではドライフラワーに
するなど活用方法も案内

以前提供したラベンダーの苗が生長していた。更なる
生長を願い、管理の要点をお伝えした。既存のローズ
マリーは宝の持ち腐れ。活用の事例をお伝えした。

他施設との交流や視察配布会でハーブのおすそ分け

江戸川区報の掲載



周辺地域の防災強化

アメニス東部地区グループ

令和5年に続き令和6年10月と令和7年3月に、当園内にて「都立宇喜田公園防災フェア」を主催し
た。防災をテーマに、近隣の大規模病院と葛西消防署、江戸川区と連携し開催した。回を重ねる
毎に子供の参加が増えている。予想以上の参加者に消防隊員と喜びを分かち合った。参加者へは
「AED講習や初期消火も一度体験してください。防災トイレやかまどベンチも実物を確認してく
ださい」と案内し、家族連れを中心に各ブースとも参加者が途絶えることがなかった。長期的な
視点で防災への興味や意識を高めることに努めた。
防災施設の自主点検は毎月1回以上を継続。防災施設は常時利用が可能な状態を維持し、この1年
も有事の対応に備えた。

都立宇喜田公園防災フェアの継続

休憩施設のリニューアル

最新型救急車内覧体験

スポーツ広場
草刈り

AED講習（3月）

ベンチ更新
全面改修

公園境界部
フェンス除草

消火器体験（10月） 消火器体験（3月） 釜戸ベンチ職員が説明

AED講習（10月） 起震車体験（震度7まで）

防災トイレ展示説明

要望への対応

植栽管理（草刈り、除草、高木剪定等）

長年アンケートなどで上位に挙げられていた「休憩施設の老朽化」の改善要望に応えるために、ベ
ンチと野外卓全面補修や部分補修含めて計25基をリニューアルした。公園内も明るい雰囲気にな
り、現在多くの利用者から喜びの声をいただいている。

スポーツ広場工事中、広場内の草刈りが進まない中で、酷暑の影響で草が伸びていた。工事終了後
草刈り要望をいただいた時点で速やかに対応し、工事終了後の使用に支障が出ないように対応した。
その他、住宅地の中の公園のため、公園境界部フェンスの除草や日照問題等高木管理に対する近隣
の要望もあり、高木では41本樹高調整や剪定を行い、安心安全な公園づくりに努めた。
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